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ご　あ　い　さ　つ　

中国支部支部長　岸本　寿男

（川崎医療福祉大）　

日本音楽療法学会中国支部会員の皆様，お元気ですか。このたび支部長を拝命致しました岸本寿男と申します。ひとこと,ご挨拶とご報告をさせていただきます。

　皆様ご存知のように，本年４月に正式に設立されました日本音楽療法学会の活動の一環に，地方の会員の便宜をはかるため，各地域ブロックごとの支部作りを進めるという方針が出されました。このことを受けまして，去る９月２日，「日本音楽療法学会中国支部設立総会」が広島大学で開催されました。

　当日の参加者は１３４名と予想以上に多く，お蔭様で盛会でした。設立記念講演，総会に引き続き，午後からは研究発表会として，一般演題が口頭講演とポスターで発表され，活発な討論がなされました。その後の懇親会では，和やかなうちにも参加者の支部設立によせる熱意や期待がひしひしと伝わってきました。

　本当に短い準備期間にもかかわらず，案内や演題募集，会場などのお世話をされた若尾先生をはじめ，開催地広島のスタッフ御一同のご努力に心より敬意を表し，お礼を申し上げる次第です。

　詳しくは総会議事録をご参照いただきたいと思いますが，総会では種々の議案が承認され，中国支部が無事船出をいたしました。後は来年１月18，19日にパシフィコ横浜で開催予定の第１回日本音楽療法学会学術大会で，理事会の承認を経て，正式に支部としての形が整います。本来，役員人事は会員の選挙で選出されるべきですが，今回は設立に向けての準備を進めてきた学会の評議員と理事の４名の互選で，選出した候補案を提示し，総会でご承認いただきました。将来の選挙による選出までの暫定人事ということですが、役員一同，一致協力して精一杯努力するつもりでおりますので何卒よろしくご理解の上，ご協力の程，お願い申し上げます。

　支部の活動につきましては，会員のため便宜をはかるということを最優先すべきと考えていますが，本格的な活動までには少々時間がかかることをお許しください。会則に掲げた目的に向かって少しずつ前進をしていきたいと思っています。

　現在、事務局を倉敷の川崎医療福祉大学臨床心理学教室に設置し，保野助教授以下，白石さん，小林さんの３名の方々に事務局のお世話をお願いすることにしました。事務局長の若尾先生には事務の総括をお願いしています。

　さて、最後になりましたが，会員の方々にひとつお願いがあります。皆様も感じておられるかと思いますが，今の音楽療法の置かれている状況はいろいろな意味で，期待の大きさと実情がつりあっていないと感じます。音楽療法士認定やさらに将来の国家資格，保険点数化など不確定な要素もあいまって不安も多いのではないでしょうか。ともかく立ち上がった中国支部ですが，そんな中だからこそ今後は会員相互の情報交換や協力が欠かせないのではと思います。今後の中国支部をよりよいものにしていくための建設的なご意見や、活動への積極的な参加をよろしくお願いいたします。

　それと，支部の学術大会と総会は、当面各県の持ち回りで開催していこうということになりましたので，来年は岡山の地で８月頃に私が大会長でお世話させていただくことになりました。

　現在，場所や期日について検討中ですので，次回のニュースレターでお知らせしたいと考えています。講演や，シンポジウムなど内容についてのアイデアをぜひお寄せいただけたら幸いです。皆様にとって来る２００２年が，駿馬の如くさらに飛躍の年になりますことをお祈りし，ご挨拶と致します。　
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ご　あ　い　さ　つ

　　中国支部副支部長　手塚　実

　　　　　　　　　　　　（島根大学）

　

２1世紀最初の年もあと僅かで終わろうとしています。学会員の皆様には日々音楽療法の実践と研究に勤しんでおいでの事とご推察申し上げます。

　日本音楽療法学会中国支部設立総会が去る9月2日，若尾先生のご尽力のもと，広島大学で開催されました。その場で，支部長には医師の岸本先生，事務局長には作曲家の若尾先生，そして，副支部長として不肖手塚が選出されました。今後はこの3人に日本音楽療法学会理事の松原先生，川崎医療福祉大臨床心理の保野先生，事務局員の白石さんと小林さんが加わり＜会員のための支部＞づくりを目指すことになりました。具体的な活動計画は支部長からご案内があるかと思いますが，支部ならではの活動を心がけたいと思っております。例えば、

1） インターネットを活用した会員相互の情報交換。（こうして書いているうちに2日続けてウィルスにやられてしまいました。その後も時々ウィルスが侵入してきます。個人的には「コンピュータのない世界に行きたい！」と少々滅入っております。）

2） 音楽療法士派遣制度の確立。

音楽療法家が個人で実践の場を開拓して行くには限界があります。精神的にもかなりの苦痛を伴います。組織として音楽療法士の需要と供給の場を提供できたらと考えています。

３）資格取得のための支援制度。

　　認定資格を取得するためとはいえ，宿泊費と交通費，さらには安くない受講料，参加費を家計簿から捻出するのは大変です。ご家族の理解も必要になります。そのために資格取得を途中で諦めた方もいます。こうした方々にとって身近な学会として機能できたらと考えております。

４）音楽療法士の専門化。

　　今のカリキュラムはオールマイティな音楽療法士(理想像)を描いていると思われます。どうも現実味がない。今仮に高齢者の音楽療法を担当することになったとします。療法士は，高齢者の心理，病理を理解しなければなりません。介護する人の苦労も理解しなければなりません。その他，介護制度や福祉制度も学ばなければなりません。こうした知的なものに加え，高齢者に対する音楽的技能も身につけなければならない。実践に入れば記録と評価をしなければならない。やらなければならないことが山ほどあるのです。これだけでも一生の仕事ですよね。これらに全力投球するためには「他の領域はできない」ということを堂々といえる仕組みにしなければならないと思うのです。そうすることで，自分のできること（知ってること）を武器に他人のできないこと（知らないこと）を非難するというような風潮も影を潜めると思います。

ニュースレターに載せるための「自己紹介」ということで書き出した原稿でしたが、とんだ方向に話が進んでしまいました。どうぞご容赦のほどを。

最後に，皆様どうぞ良いお年をお迎えく

ださい。
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ご　あ　い　さ　つ

　中国支部事務局長　若尾　　裕

　　　　　　　　　　　　　（広島大学）

今回，さまざまな人たちの努力により,支

部会が発足しました｡第１回の会合には，予想したよりずっと多くの人が集まり，音楽療法への関心の高さを，改めて感じました｡

この関心の高さは，日本という国の規模から考えて諸外国の実状と比べてみると，ちょっとアンバランスな感じがします。別の面から見ると，今まで音楽を学ぶという経験を何らかの形でしてきた人たちにとって，これこそ求めていたものだ，という思いがあるものなのかもしれません。

つまり，明治以来お手本をもとにばかり勉強してきたので，そういった堅苦しさから解放される，一種の本音の音楽活動をそこに見いだそうとする人もいるのかもしれません。もしそうだとすると，これは明治以来のわが国の貯めてきた堅苦しい音楽教育という不良債権の解消の努力の試みなのかもしれません。としたら，これはもう少し続くのだろうかなとも考えます。そして，これは欧米には見られない一種の日本という国の歴史的な特殊事情でもあるのかなとも考えます。

という事なら，この動きは一種の文化運動のような面もあるのでしょうか？いずれにせよ，音楽療法を施す立場に立つには，その基本に，自然で内発的な音楽性を自分が取り戻す必要があることは確かです。この動きの中で，関わっている人たちがみな，自分の内にある音楽を意識し，その力を発展させることができれば，事情はどうあれ，それは大変な意義がある事と感じます。

支部という組織が，皆さんのそういう望みに少しでも応えていけるものとなるよう，努力していきたいと思います。
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第一回　中国支部大会　

　設立総会　議事録

議長：若尾　裕

2001年9月2日（於　広島大学）

　

当日参加者134名、委任状52名、

　　　　　　　以上186名の会員による

1． 中国支部会則の説明（議長）

　第３章　会員

　第4章　役員　　　本日は初回の三役についてのみ決定，承認する。次期からは選挙等で決定。

第6章 各県支局　支部設立後に検討

する。

第7章 会則改正　改正等ある場合は

今後，総会で承認されるようにする。

＜質疑＞

· 役員が事業計画など決めるわけだが，会員としての権利，意見を述べる窓口は？(総会以外にないのか？)

答：個別に受けつける機関は特に設けていないので，個人的に，直接役員・事務局に申し出ることも可能だが，支部長が会則に則り委員会を作り、そのような意見の吸い上げが可能にすることも考えられる。

・総会の時期・回数について書かれていないが？

答：新しい体制で決定していく。

・第２章第４条四の音楽療法士の紹介・派遣事業について

答：将来を見越してのことであるが，国会において資格化が実現してから支部の仕事として行うことになろう。その際各種委員会によって，それぞれの問題を検討することになるだろう。

· 研修会が全音連の承認を受ける点は？(支部に認められることが必要とか…)

答：(松原理事)学会認定となる。将来的には各支部が認定したものを自動的に承認する方向。

２．委員会設立についての説明

　第５章第９条六

＜質疑＞

· 第４条五の研修会，講習会の受講証は？

答：出す。学会としても承認。

· 会計の流れについて。（支局設立の際、交付金は？）

答：未定である。

· 第10条二について、支局の会計報告はどのように行うのか？

答：学会の方から各ブロック支部に10万円支給されたが，設立総会までに使い切った。会員一人あたり千円と理事会で決定している。今回は大会参加費で，支部会費は徴収していない。

3． 質疑の後，提示された中国支部会則

(案)を会則とすることが，賛成多数で議決された。

4． 初回の役員の人選提案（議長）

　議長により，支部長　岸本　寿男，副支部長　手塚　実，事務局長　若尾　裕という原案が提示され，承認された。

5． 支部長挨拶（岸本　寿男）

　事務局を岡山県倉敷市の川崎医療福祉大学に置く。

6． 副支部長挨拶(手塚　実)

　

大会終了
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第二回中国支部大会に向けて

学術大会へのご希望調査

事務局では，来年夏の岡山における中国支部大会に向けての準備と致しまして，講演,シンポジウム，ワークショップなどで取り上げたい内容，テーマなどのご意見，ご希望を皆様から伺いたいと思います。

　ご住所，お名前，お電話番号等を明記の上，同封の用紙にて事務局までFAXでお送りください。皆様からの多数のご意見をお待ちしております。

ＦＡＸ：０８６－４６４－１１０９

川崎医療福祉大学　保野研究室内

日本音楽療法学会中国支部　事務局宛
なお,第一回中国支部大会に参加されなかった方々には，プログラムを同封しましたが予算の関係でコピーにさせていただいた事をお許しください。
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事務局移転のお知らせ

２００１年１２月１日より学会事務局が移転しました。新しい事務局の連絡先は，次のとおりです。

	川崎医療福祉大学　　保野研究室内

日本音楽療法学会中国支部

〒701-0193　

岡山県倉敷市松島２８８

TEL.（０８６）４６２－１１１１

　　　　　　　　　　　内線4967

FAX.（０８６）４６４－１１０９

E-mail:

honobono@mw.kawasaki-m.ac.jp
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編集後記

今年を振り返ってみると，ニューヨークの同時多発テロをはじめ，国の内外を問わず大きな事件の相次いだ一年でした。その中で,私達にとっては，日本音楽療法学会中国支部が設立したという事も，また大きな出来事であり、その第一歩を記すニュースレターを担当させていただけた事を，とても光栄に思っております。

今号は，日本音楽療法学会中国支部設立に関する内容でまとめましたが，次号からは，もっと皆様のニーズに合った，全員参加型のレターをめざしていきたいと思います。

レターについてのご意見，ご希望，またご投稿(４百～千字程度)も併せて募集いたしますので，どしどし事務局までお寄せください。(お名前,ご連絡先はお忘れなく)

では，来年も皆様にとって素晴らしい一年でありますように。　　　　(白石,小林)
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